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トライシステムズ株式会社 

 

 

   安全にご使用いただくために必ずお読みください。 

   このたびはＴＮ－Ｍ１５をご買い上げいただきまして誠にありがとうございます。 

   本取扱説明書は当製品をご使用いただくための重要な情報が記載されています。 

当製品をご使用する前に、この取扱説明書を熟読してください。 

 

         
 ● 本取扱説明書はご使用いただく技術者の方々に正しい使用方法をご理解いただくためのものです。 

   ご使用前には必ず熟読し、ご理解の上ご使用ください。 

  

● 異常を感じたら直ちに使用を中止してください。煙が出る、変な臭いや音がするなどの異常が発生したと

きは、すぐに使用を中止し弊社まで御連絡ください。 

  

● 落としたり、衝撃を与えないでください。 

  

● カバーを外さないでください。感電の恐れがあります。 

 

● 改造、分解をしないでください。火災、感電、故障の恐れがあります。 

 

● 本製品内部に金属などの異物が混入しないようにしてください。火災、故障の恐れがあります。 

 

● 電源の入っている状態で各コネクタ類を触らないでください。感電の恐れがあります。 

 

● 指定された箇所以外、内部のスイッチ類は触らないでください。感電、故障の恐れがあります。 

  

● 雷が鳴っているときに本製品やケーブルに触れないでください。落雷により感電する恐れがあります。 

 

 ● アースは必ず接続してください。火災、感電の恐れがあります。 

 

● 各種接続の状態をご確認ください。誤った接続をされますと故障する恐れがあります。 

 

● 入力電圧は規格値以内でご使用ください。規格値を超えて使用しますと故障する恐れがあります。 

 

● 本製品をパソコンとＵＳＢ接続する場合は、必ず本製品およびパソコンの電源が入っている状態で接続し

てください。 

ＵＳＢ接続状態のまま本製品またはパソコンの電源をＯＮした場合には、本製品が起動しない恐れがあり

ます。 

 

● 本製品の故障により、人身事故、火災事故、社会的な障害などが生じても、弊社では一切責任を負いかね

ますので、誤動作防止、安全設計などの万全を期されるようご注意願います。 

 

● お読みになった後は、本取扱説明書を大切に保管してください。 

  

使用上ご注意 
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１. 概要 

本製品は、５０～３３.６ｋｂｐｓのデータ伝送用変復調装置モデムの機能試験を行うための試験装置です。 

 

２. 仕様 

機能名称 機能説明 

同期方式 

同期式 ＳＴ１－ＲＴ，ＳＴ２－ＲＴ 

調歩同期式 

スタートビット：１ビット 

データビット ：５，６，７，８，９ビット選択可能 

ストップビット：１，１.５，２ビット選択可能 

非同期式 ＡＰＣ 

系統同期式 ＲＴ－ＲＴ 

データ 

信号速度 

同期式（ＳＴ１－ＲＴ），

調歩同期式，非同期式 

５０，７５，１００，１１０，１３４.５，１５０，２００，３００， 

６００，１２００，１８００，２０００，２４００，３２００， 

３６００，４８００，７２００，８０００，９６００，１２．０ｋ， 

１２.８ｋ，１４.４ｋ，１６．０ｋ，１６.８ｋ，１９.２ｋ， 

２１.６ｋ，２４．０ｋ，２６.４ｋ，２８.８ｋ，３１.２ｋ， 

３２．０ｋ，３３.６ｋｂｐｓ 

同期式（ＳＴ２－ＲＴ），

系統同期式（ＲＴ－ＲＴ） 
５０～３３.６ｋｂｐｓ 

送信符号 
連続Ｚ状態，連続Ａ状態，１：１，１：４，４：１，２９－１， 

２１１－１，２２０－１，ＦＯＸパターン 

インタフェース ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２４／Ｖ.２８準拠 

エラー 

測定 

測定符号 ２９－１、２１１－１，２２０－１ 

測定項目 
ビットエラー数，ブロックエラー数，ビットエラー率， 

ブロックエラー率，ＥＳ，％ＥＦＳ 

測定範囲 

ビットエラー数，ブロックエラー数：０～９.９×１０７ 

ビットエラー率         ：１.０×１０－２～１.０×１０－９ 

ブロックエラー率        ：１.０×１０－２～１.０×１０－６ 

ＥＳ              ：０～９.９×１０５ 

％ＥＦＳ            ：０～１００％ 

ＦＯＸ 

テスト 

フォーマット 同期式，調歩同期式，ＨＤＬＣ 

試験符号 ＡＳＣＩＩ，ＥＢＣＤＩＣ，ＥＢＣＤ，Ｂａｕｄｏｔ 

データビット 

ＡＳＣＩＩ ：７ｂｉｔ 

ＥＢＣＤＩＣ：８ｂｉｔ 

ＥＢＣＤ  ：６ｂｉｔ 

Ｂａｕｄｏｔ：５ｂｉｔ 

パリティビット ＯＤＤ，ＥＶＥＮ，ＮＯＮＥ選択可能 

ストップビット １，１.５，２ビット選択可能 

測定項目 
キャラクタエラー数，パリティエラー数，ＢＣＣエラー数， 

受信ブロック数，応答時間 

 

 

 

続き 
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機能名称 機能説明 

ＦＯＸ 

テスト 

測定範囲 

キャラクターエラー数：０～９９９９ 

パリティエラー数  ：０～９９９９ 

ＢＣＣエラー数   ：０～９９９９ 

受信ブロック数   ：０～９９９９ 

応答時間      ：０～９９９９ｍｓ 

測定データ信号速度 

同期式（ＳＴ１－ＲＴ），調歩同期式，非同期式： 

   ５０，７５，１００，１１０，１３４.５，１５０，２００， 

   ３００，６００，１２００，１８００，２０００，２４００， 

   ３２００，３６００，４８００，７２００，８０００， 

   ９６００，１２．０ｋ，１２.８ｋ，１４.４ｋ，１６．０ｋ， 

   １６.８ｋ，１９.２ｋ，２１.６ｋ，２４．０ｋ，２６.４ｋ， 

   ２８.８ｋ，３１.２ｋ，３２．０ｋ，３３.６ｋｂｐｓ 

同期式（ＳＴ２－ＲＴ），系統同期式（ＲＴ－ＲＴ）： 

    ５０～３３.６ｋｂｐｓ 

ひずみ 

測定 

測定符号 １：１，１：４，４：１ 

測定項目 バイアスひずみ，単点ひずみ 

測定範囲 ０～±４９％ 

測定誤差 ±１％±１ディジット 

測定データ信号速度 

５０，７５，１００，１１０，１３４.５，１５０，２００，３００， 

６００，１２００，１８００，２０００，２４００，３２００， 

３６００，４８００，７２００，８０００，９６００，１２．０ｋ， 

１２.８ｋ，１４.４ｋ，１６．０ｋ，１６.８ｋ，１９.２ｋｂｐｓ 

レベル 

測定 

測定信号 正弦波 

測定範囲 －６０.０～＋１０.０ｄＢｍ 

測定確度 ±１ｄＢ 

表示 １０進３桁および極性 

周波数範囲 ２００Ｈｚ～１０ｋＨｚ 

入力インピーダンス ６００Ω±１０％，ＨＩＧＨ（１０ｋΩ以上）の切替可能，平衡入力 

発振器 

発振波形 正弦波 

発信周波数 ２００Ｈｚ～９.９９ｋＨｚ 

周波数確度 ±０.１％ 

出力レベル範囲 －２０.０～＋５.０ｄＢｍ 

ひずみ率 ３％以下 

出力インピーダンス ６００Ω±１０％ 平衡出力 

インタフェースモニタ 

モニタ端子：ＳＤ，ＲＤ，ＥＲ，ＤＲ，ＲＳ，ＣＳ，ＣＤ，ＣＩ， 

ＳＲＳ，ＴＩ，ＮＳ，ＬＬＢ，ＲＬＢまたはＳＱＤ， 

ＳＴ１，ＳＴ２，ＲＴ 

モニタ表示：ＳＤ，ＲＤ，ＥＲ，ＤＲ，ＲＳ，ＣＳ，ＣＤ，ＣＩ， 

ＳＲＳ，ＴＩ，ＮＳ，ＬＬＢ，ＲＬＢまたはＳＱＤ， 

ＳＴ１，ＳＴ２，ＲＴをＯＮ／ＯＦＦ表示 

ＤＲＯＰ ＯＵＴ表示 

インタフェース制御 ＥＲ，ＲＳ，ＳＲＳ，ＬＬＢ，ＲＬＢ，ＮＳのＯＮ／ＯＦＦ制御可能 

 

続き 
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機能名称 機能説明 

周波数 

測定 

測定信号 ＳＴ１，ＳＴ２，ＲＴ、レベル測定信号 

測定範囲 

レベル測定信号：２００Ｈｚ～９.９９９ｋＨｚ 

        （入力レベル範囲：－４０.０～＋１０.０ｄＢｍ） 

ＳＴ１，ＳＴ２，ＲＴ信号：０～９.９９９ｋＨｚ 

             １０.００ｋＨｚ～９９.９９ｋＨｚ 

測定誤差 ±１００ｐｐｍ±１ディジット 

表示 １０進４桁および小数点 

リモートコントロール 

インタフェース：ＵＳＢ ＴｙｐｅＢ 

リモートコントロールを使用する場合は販売店、または弊社までお問

い合せください。 

遅延時間

測定 

測定信号 

測定開始信号 
ＥＲ ＯＮ／ＯＦＦ，ＲＳ ＯＮ／ＯＦＦ，Ｔ１ ＯＮ／ＯＦＦ， 

Ｔ２ ＯＮ／ＯＦＦ 

測定停止信号 
ＤＲ ＯＮ／ＯＦＦ，ＣＳ ＯＮ／ＯＦＦ，ＣＤ ＯＮ／ＯＦＦ， 

Ｔ１ ＯＮ／ＯＦＦ，Ｔ２ ＯＮ／ＯＦＦ 

測定範囲 ０～９９９９.９ｍｓ 

測定誤差 ±１００ｐｐｍ±１ディジット 

時計 リアルタイムクロック 年，月，日，時，分，秒 

音声録音 

 音声の録音が可能。２ｃｈ同時録音も可能。 

録音周波数範囲 １００Ｈｚ～６ｋＨｚ 

録音レベル範囲 ＋６ｄＢｍ以下 

電源 ＡＣ８５Ｖ～１２５Ｖ 

消費電力 ３０Ｗ 

寸法 ２５０×２００×５８ｍｍ（突起物含まず） 

重量 約１．５ｋｇ（添付品を含まず）  

環境条件 
温度：０～４０℃ 

湿度：２０～９０％（結露無きこと） 
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３. 各部の名称 
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⑮ 

⑯ 

⑪ 
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番号 名称 機能 

① 
ＡＣ８５～１２５Ｖ 

入力 
ＡＣ１００Ｖを入力します。 

② ヒューズ挿入口 

タイムラグ型ヒューズ（5.2ｍｍφ×20ｍｍ 250Ｖ／3.15Ａ） 

を２本挿入します。 

ご購入時には既に挿入されております。 

③ 電源スイッチ 電源を投入します。 

④ ＴＯ ＭＯＤＥＭ端子 
モデムと接続します。 

インタフェース信号一覧は４．１項をご覧ください。 

⑤ ＵＳＢコネクタ 
パソコンを接続します。 

インタフェース信号一覧は４．２項をご覧ください。 

⑥ 液晶タッチパネル 

各種操作、表示をします。 

全ての操作はタッチパネルで行います。 

タッチパネルの操作説明は５．１項をご覧ください。 

⑦ ＭＯＮＩＴＯＲ端子 ＲＳ－２３２Ｃの信号をモニタするための端子です。 

⑧ 
ＳＱＤ／ＲＬＢ 

切替スイッチ 

ＲＳ－２３２Ｃの２１番ピンの信号を切り替えます。 

出荷時はＳＱＤ側に設定してあります。 

➈ ＤＥＬＡＹ ＩＮ端子 
インタフェース信号の遅延時間を測定できます。 

遅延時間はＴ１、Ｔ２の２つの信号の変化点の差で表示します。 

⑩ ＥＸＴ－ＳＴ１端子 
ＳＴ１信号を外部から入力します。 

（入力最大レベル±15V、判定レベル TTL） 

⑪ ＧＮＤ端子 
ＭＯＮＩＴＯＲ端子，ＤＥＬＡＹ ＩＮ端子，ＥＸＴ－ＳＴ１端子 

に対するＧＮＤ端子です。 

⑫ ＬＭ ＩＮ端子 

６００Ω系の信号のレベル測定、周波数測定を行う入力端子です。 

入力インピーダンスはタッチパネルより６００ΩとＨＩＧＨの 

切り換えが可能です。 

ただし、直流重畳した信号は測定できません。 

付属の接続遮蔽ひもまたはＣ１－ＭＭケーブルを使用してください。 

⑬ ＯＳＣ ＯＵＴ端子 

６００Ω系の正弦波を出力する端子です。 

正弦波の出力レベルおよび発振周波数はタッチパネルにより変更が

できます。 

付属の接続遮蔽ひもまたはＣ１－ＭＭケーブルを使用してください。 

⑭ ＲＥＣ ＣＨ１，２端子 

モデム信号の録音を行う入力端子です。 

付属の録音ケーブルを使用してください。 

付属録音ケーブルの白色のワニ口が共通グランドになっております。 

⑮ リチュームボタン電池 

リチュームボタン電池「ＣＲ１６２０」１個を挿入します。 

ご購入時には既に挿入されております。 

もし、電池が無くなった時は交換してください。 

⑯ 銘板 製造番号等が明記されています。 
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４. インタフェース一覧 

４.１. ＴＯ ＭＯＤＥＭ（ＲＳ－２３２Ｃ）インタフェース 

モデムとの接続用に、ＴＯ ＭＯＤＥＭ（ＲＳ－２３２Ｃ）インタフェースコネクタ（Ｄ－ｓｕｂ２５ピン）が

用意されています。付属のＤ－ｓｕｂ２５Ｐケーブルでモデムと接続してください。 

ピンアサインは下記の通りとなります。 

 

信号名 ピン番号 信号方向 内       容 

ＳＤ ２ ＤＴＥ → ＤＣＥ  送信データ 

ＲＤ ３ ＤＴＥ ← ＤＣＥ  受信データ 

ＲＳ ４ ＤＴＥ → ＤＣＥ  送信要求 

ＣＳ ５ ＤＴＥ ← ＤＣＥ  送信可 

ＤＲ ６ ＤＴＥ ← ＤＣＥ  データ・レディ 

ＳＧ ７ －  信号用グランド 

ＣＤ ８ ＤＴＥ ← ＤＣＥ  キャリア検出 

ＮＳ １１ ＤＴＥ → ＤＣＥ ニューシグナル 

ＳＴ２ １５ ＤＴＥ ← ＤＣＥ  送信タイミング（ＤＣＥ） 

ＲＴ １７ ＤＴＥ ← ＤＣＥ  受信タイミング 

ＬＬＢ １８ ＤＴＥ → ＤＣＥ ローカルループバック 

ＥＲ ２０ ＤＴＥ → ＤＣＥ  端末レディ 

ＳＱＤ 
２１(注) 

ＤＴＥ ← ＤＣＥ  回線信号品質表示 

ＲＬＢ ＤＴＥ → ＤＣＥ  リモートループバック 

ＣＩ ２２ ＤＴＥ ← ＤＣＥ  被呼表示 

ＳＲＳ ２３ ＤＴＥ → ＤＣＥ データ信号速度選択 

ＳＴ１ ２４ ＤＴＥ → ＤＣＥ  送信タイミング（ＤＴＥ） 

ＴＩ ２５ ＤＴＥ ← ＤＣＥ  テスト表示 

 

※ピン番号２１は表面にあるＳＱＤ／ＲＬＢ切替スイッチで選択できます。 

 

４.２. ＵＳＢインタフェース 

パソコン等との接続用に、ＵＳＢインタフェースコネクタ（タイプＢ）が用意されています。 

ピンアサインは下記の通りになります。 

必要な時にＵＳＢケーブルにて本装置と接続してください。 

なお、ＵＳＢケーブルにはベーシックＵＳＢ２．０ケーブル（タイプＡオス－タイプＢオス）を 

ご使用ください。 

 

 

信号名 ピン番号 内       容 

ＶＢＵＳ １  電源 

Ｄ－ ２ －データ 

Ｄ＋ ３  ＋データ 

ＧＮＤ ４  グランド 
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５. 使用方法 

 

５.１. タッチパネルの操作 

本製品は液晶タッチパネルを使用して操作を行います。 

各種設定、測定をタッチパネル上の選択アイコンを操作して行います。 

 

５.２. 録音データへのアクセス 

本製品をパソコンなどの端末とＵＳＢケーブルを使用して接続することにより、パソコンなどの端末から「リ

ームーバブル･ディスク･ドライブ」として扱われます。 

パソコンなどの端末からファイル操作によって、録音データ（ＷＡＶＥファイル）のコピーや移動または削除

を行うことが出来ます。 

 

５.３. リモートコントロール 

本製品をパソコンなどの端末とＵＳＢケーブルを使用して接続することにより、リモートコントロールを行う

ことができます。 

（リモートコントロールを使用する場合は販売店、または弊社までお問い合せください。） 
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５.４. 各種操作画面 

５.４.１. 共通操作画面 

 

 

番号 名称 機能 

① インタフェース表示 

インタフェースの各種信号を表示します。 

▲でＯＮ状態、▼でＯＦＦ状態を示します。 

両方表示でＯＮ／ＯＦＦ状態、何も表示しないときにはオープン状態を

示します。 

尚、ＳＱＤ／ＲＬＢのスイッチ設定に連動して、 

ＳＱＤまたはＲＬＢのどちらかを表示されます。 

② 
ＩＮＴＥＲＦＡＣＥ  

ＣＯＮＴＲＯＬ 

ＥＲ，ＲＳ，ＳＲＳ，ＬＬＢ、ＲＬＢ，ＮＳの制御を行います。 

ＯＮの時に黄色く、ＯＦＦの時に白く表示されます。 

ＲＬＢの表示はインタフェース表示部のＳＱＤ／ＲＬＢのスイッチ設定

をＲＬＢにすると表示されます。ＳＱＤ設定時には表示されません。 

③ 
ス
テ
ー
タ
ス
表
示 

テスト状態 

ビットエラーテスト時またはＦＯＸテスト時の動作を表示します。 

ビットエラーテスト実行中は［ＢＥＲ ＲＵＮ］が点滅反転表示します。 

停止中は［ＳＴＯＰ］と表示します。 

ＦＯＸテスト実行中は［ＦＯＸ ＲＵＮ］が点滅反転表示します。 

④ 

同期確立状態 

ビットエラーテスト時の同期確立状態を示します。 

ビットエラーテスト時に同期が確立していない状態の時［Ｓｅａｒｃｈ］

と表示し、同期が確立すると［ＳＹＮＣ］と表示します。 

録音状態 
録音状態を示します。 

録音時には「Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ］が点滅反転表示します。 

  

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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番号 名称 機能 

⑤ ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ 

同期方式の設定を行います。 

 ← ， → キーをクリックすることにより設定表示が［ＳＴ１－ＲＴ， 

ＳＴ２－ＲＴ，ＲＴ－ＲＴ，Ｅｘｔ ＳＴ１－ＲＴ，ＳＴ－ＳＰ，ＡＰＣ］

と切り替わります。 

ＥＸＴ－ＳＴ１に入力するクロックは矩形波のクロックを入力して

ください。 

⑥ ＳＰＥＥＤ（ｂｐｓ） 

データ信号速度設定を行います。 

← ， → キーをクリックすることにより設定表示が［５０，７５， 

１００，１１０，１３４.５，１５０，２００，３００，６００， 

１２００，１８００，２０００，２４００，３２００，３６００， 

４８００，７２００，８０００，９６００，１２．０ｋ， 

１２.８ｋ，１４.４ｋ，１６．０ｋ，１６.８ｋ，１９.２ｋ， 

２１.６ｋ，２４．０ｋ，２６.４ｋ，２８.８ｋ，３１.２ｋ， 

３２．０ｋ，３３.６ｋｂｐｓ］と切り替わります。 

⑦ ＰＡＴＴＥＲＮ 

試験符号を設定します。 

 ← ， → キーをクリックすることにより設定表示が［Ａ，Ｚ，ＰＮ９，

ＰＮ１１，ＰＮ２０，１：１，１：４，４：１］と切り替わります。 

⑧ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ ファクション設定画面の表示メニューを切り替えます。 
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５.４.２. Ａｌｌ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ画面 

Ａｌｌ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔはビットエラー、バイアス歪み、出力レベル、出力周波数、入力信号の各項目

の値を表示します。 

また送信レベル、送信周波数の設定、受信側入力インピーダンスの設定も行うことができます。 

 

 
 

 
 

  

① 

③ 
④ 

⑤ ⑥ 

② 

⑦ ⑨ 

⑧ 

⑩ ⑪ 

① 

③ 
④ 

⑤ ⑥ 

② 

⑦ ⑨ 

⑧ 

⑩ ⑪ 
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番号 名称 機能 

① 

Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ 

   ／ 

Ｂｉａｓ Ｄｉｓｔ 

［ＰＡＴＴＥＲＮ］の設定を［１：１，１：４，４：１］のいずれかに

設定すると、Ｂｉａｓ Ｄｉｓｔに、［Ａ，Ｚ，ＰＮ９，ＰＮ１１， 

ＰＮ２０］に設定するとＢｉｔ Ｅｒｒｏｒ表示となります。 

Ｂｉｔ Ｅｒｒ表示時はビットエラー測定の結果を表示します。 

測定スタート時に［０］となります。 

表示範囲は０～９９９９，１×１０４～９.９×１０７， 

ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

Ｂｉｓａ Ｄｉｓｔ表示時はバイアスひずみ測定の結果を表示します。 

受信データがＡ，Ｚ状態またはオープン状態の時は［Ｎｏ Ｄａｔａ］と

表示します。 

表示範囲は－４９％～＋４９％です。 

② ＬＭ ｄＢｍ 

入力レベル測定値、発振器の出力レベルの測定値を表示します。 

切り替えはＭｅａｓ（入力）／Ｃｈｋ（出力）キーで切り替えます。 

Ｍｅａｓの時には６００／Ｈｉｇｈキーを操作することにより入力イン

ピーダンスを６００ΩまたはＨＩＧＨに設定することができます。 

ＣＨＫの時は６００Ω終端で測定しております。 

表示範囲は－６０.０～＋１０.０ｄＢｍ、ＵＦＬ（アンダーフロー）、 

ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

③ ＯＳＣ ｄＢｍ 

発振器の出力レベル設定を表示します。 

Ｌｅｖｅｌ Ｄｏｗｎ，Ｌｅｖｅｌ Ｕｐキーで出力レベルを設定します。 

設定範囲は－２０.０～＋５.０ｄＢｍです。 

④ ＯＳＣ ｋＨｚ 

発振器の出力周波数を表示します。 

Ｆｒｅｑ Ｄｏｗｎ，Ｆｒｅｑ Ｕｐキーで出力周波数を設定します。 

設定範囲は０.２０～９.９９ｋＨｚです。 

⑤ Ｍｅａｓ／Ｃｈｋ 

レベルメータの入力信号切替キーです。 

ＭｅａｓにするとＬＭ ＩＮ入力を選択、Ｃｈｋにすると本製品の発振器

出力を選択します。 

⑥ ６００Ω／Ｈｉｇｈ 
ＬＭ ＩＮ入力端子の入力インピーダンス切り替えキーです。 

６００ΩまたはＨｉｇｈ（１０ｋΩ）に切り替えられます。 

⑦ 
Ｆｒｅｑ Ｄｏｗｎ／ 

Ｆｒｅｑ Ｕｐ 
発振器の出力周波数を変更するキーです。 

⑧ 
Ｌｅｖｅｌ Ｄｏｗｎ／ 

Ｌｅｖｅｌ Ｕｐ 
発振器の出力レベルを変更するキーです。 

⑨ Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐ ビットエラー測定の開始／停止キーです。 

⑩ Ｅｒｒ Ｉｎｓｒ 送信中のランダム符号に１ビット誤りを発生させるキーです。 

⑪ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 

 

  



14 

トライシステムズ株式会社 

 

５.４.３. Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ画面 

Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔはモデム通信でのエラーを測定します。 

 

 Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ画面（１／３） 

番号 名称 機能 

① Ｔｅｓｔ Ｍｏｄｅ 

テストモードを設定します。 

ＭｏｄｅはＵｐ，Ｄｏｗｎキーを操作することにより［Ｍａｎｕａｌ，

Ｃｌｏｃｋ，Ｔｉｍｅ］と表示が切り替わります。 

［Ｍａｎｕａｌ］は手動操作でＲＵＮ～ＳＴＯＰまでを測定します。 

［Ｃｌｏｃｋ］は［Ｐｅｒｉｏｄ］で設定したビット数だけ測定します。 

測定後は自動でＳＴＯＰします。 

［Ｔｉｍｅ］は［Ｐｅｒｉｏｄ］で設定した時間だけ測定します。 

測定後は自動でＳＴＯＰします。 

② Ｐｅｒｉｏｄ 

［Ｔｅｓｔ Ｍｏｄｅ］の設定により表示が切り替わります。 

［Ｔｅｓｔ Ｍｏｄｅ］を［Ｍａｎｕａｌ］に設定すると何も表示しませ

ん。 

［Ｔｅｓｔ Ｍｏｄｅ］を［Ｃｌｏｃｋ］に設定するとＵｐ，Ｄｏｗｎキ

ーを操作することにより［１Ｅ４，１Ｅ５，１Ｅ６，１Ｅ７，１Ｅ８，

１Ｅ９］と表示が切り替わります。 

［Ｔｅｓｔ Ｍｏｄｅ］を［Ｔｉｍｅ］に設定すると画面下の ↓ ， → キ

ーとＤｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより測定時間を００時００分

００秒～９９時５９分５９秒まで設定出来ます。 

③ 
Ｂｌｏｃｋ 

Ｌｅｎｇｔｈ 

ブロック長を設定します。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより［１０００ｂｉｓ，ＰＮ ＬＮ

Ｇ］と表示が切り替わります。 

 

  

① 

⑥ 

② 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

③ 

④ 

⑤ 
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番号 名称 機能 

④ Ｓｔｏｐ Ｂｉｔ 

［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］が［ＳＴ－ＳＰ］時にストップビット数の設定を

します。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより［１ｂｉｔ，１.５ｂｉｔ，２

ｂｉｔ］と表示が切り替わります。 

⑤ Ｄａｔａ Ｂｉｔ 

ＳＹＮＣ ＭＯＤＥが“ＳＴ－ＳＰ”時にデータビット数の設定をします。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより［５ｂｉｔ，６ｂｉｔ，７ｂ

ｉｔ，８ｂｉｔ，９ｂｉｔ］と表示が切り替わります。 

⑥ Ｄｏｗｎ／Ｕｐ 設定キーです。カーソル位置(点滅表示)の設定内容を切り替えます。 

⑦  ↓ ／ ↑  カーソル位置(点滅表示)を移動します。 

⑧ Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐ ビットエラー測定の開始／停止キーです。 

⑨ Ｎｅｘｔ Ｐａｇｅ Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ画面（２／３）を表示します。 

⑩ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 
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 Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ画面（２／３） 

番号 名称 機能 

① Ｓｙｎｃ Ｌｏｓｓ 

同期外れの回数を表示します。 

同期外れの検出は１０２４ｂｉｔ中４００ｂｉｔエラーが発生すると＋

１カウントします。 

表示範囲は０～９９９９、ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

② Ｄｒｏｐ Ｏｕｔ 

ＣＤがＯＮ状態からＯＦＦ状態になった回数を表示します。 

最小検出幅は１００μｓです。 

表示範囲は０～９９９９、ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

③ ＥＳ 

エラーセコンドの測定結果を表示します。 

１秒間に１ビット以上エラーが発生すると＋１とカウントします。 

表示範囲は０～９９９９、１×１０４～９.９×１０５、ＯＦＬ 

（オーバーフロー）です。 

④ Ｂｉｔ Ｅｒｒ 

ビットエラーの測定結果を表示します。 

表示範囲は０～９９９９、１×１０４～９.９×１０７、ＯＦＬ 

（オーバーフロー）です。 

⑤ Ｂｌｏｃｋ Ｅｒｒ 

ブロックエラーの測定結果を表示します。 

ブロック長はＢｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（１／３）の画面上で設定し

た内容で、１ブロック中に１ビット以上のエラーが発生したときに、ブ

ロックエラーと判断し＋１とカウントします。 

表示範囲は０～９９９９、１×１０４～９.９×１０７、ＯＦＬ 

（オーバーフロー）です。 

⑥ 
Ｅｌａｐｓｅｄ Ｔｉｍ

ｅ 

ビットエラー測定時間を表示します。 

表示範囲は００００時００分００秒～９９９９時５９分５９秒です。 

⑦ Ｔｅｓｔ Ｍｏｄｅ 
Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（１／３）の画面上で設定した「Ｔｅｓｔ Ｍ

ｏｄｅ」内容を表示します。 

 

① 

⑥ 

② 

⑦ 

⑧ ⑨ ⑩ 

③ 
④ 

⑤ 

⑪ 
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番号 名称 機能 

⑧ Ｅｒｒ Ｉｎｓｒ 送信中のランダム符号に１ビット誤りを発生させるキーです。 

⑨ Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐ ビットエラー測定の開始／停止キーです。 

⑩ Ｎｅｘｔ Ｐａｇｅ Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ画面（３／３）を表示します。 

⑪ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 
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 Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ画面（３／３） 

番号 名称 機能 

① Ｓｙｎｃ Ｌｏｓｓ Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（２／３）画面と同じです。 

② Ｄｒｏｐ Ｏｕｔ Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（２／３）画面と同じです。 

③ ％ＥＦＳ 

％エラーフリーセコンドの測定結果を表示します。 

表示範囲は０～９９.９９９、１００％です。 

なお、測定時間が９９９，９９９秒を越えると演算不能とし「－－－」

表示になります。 

④ Ｂｉｔ Ｒａｔｅ 

ビットエラー率を表示します。 

表示範囲は１.０×１０－２～１.０×１０－９です。 

（ビットエラーが０のときは「０.０×１００」と表示します） 

なお、ビットエラー数が９.９×１０７または受信ビット数が１.０×１０
９を越えると演算不能とし「－－－」表示になります。 

⑤ Ｂｌｏｃｋ Ｒａｔｅ 

ブロックエラー率を表示します。 

表示範囲は１.０×１０－２～１.０×１０－６です。 

（ブロックエラーが０のときは「０.０×１００」と表示します） 

なお、ブロックエラー数が９.９×１０７または受信ビット数が１.０×１

０９を越えると演算不能とし「－－－」表示になります。 

⑥ 
Ｅｌａｐｓｅｄ Ｔｉｍ

ｅ 
Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（２／３）画面と同じです。 

⑦ Ｔｅｓｔ Ｍｏｄｅ Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（２／３）画面と同じです。 

⑧ Ｅｒｒ Ｉｎｓｒ Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（２／３）画面と同じです。 

⑨ Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐ Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（２／３）画面と同じです。 

⑩ Ｎｅｘｔ Ｐａｇｅ Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（１／３）を表示します。。 

⑪ Ｆｕｎｃ Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（２／３）画面と同じです。 

  

① 

⑥ 

② 

⑦ 

⑧ ⑨ ⑩ 

③ 
④ 

⑤ 

⑪ 
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５.４.４. Ｌｅｖｅｌ Ｍｅｔｅｒ／Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒ画面 

 Ｌｅｖｅｌ Ｍｅｔｅｒ／ＯｓｃｉｌｌａｔｏｒはＬＭ ＩＮから入力する信号またはＯＳＣ ＯＵＴから出

力する発信器のレベルと周波数の測定値表示、ＯＳＣ ＯＵＴから出力する発振器のレベルと周波数の設定値を表

示します。 

 

番号 名称 機能 

① ＬＭ ｋＨｚ 

入力周波数、発振器の出力周波数の測定値を表示します。 

切り替えはＭｅａｓ（入力）／Ｃｈｋ（出力）キーで切り替えます。 

表示範囲は０.２００～９.９９９ｋＨｚです。 

② ＬＭ ｄＢｍ 

入力レベルまたは発振器の出力レベルの測定値を表示します。 

切り替えはＭｅａｓ（入力）／Ｃｈｋ（出力）キーで切り替えます。 

Ｍｅａｓの時にはファンクション操作部６００／Ｈｉｇｈキーを操作す

ることにより入力インピーダンスを６００ΩまたはＨＩＧＨに設定する

ことができます。 

ＣＨＫの時は６００Ω終端で測定しております。 

表示範囲は－６０.０～＋１０.０ｄＢｍ、ＵＦＬ（アンダーフロー）、 

ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

③ ＯＳＣ ｋＨｚ 

発振器の出力周波数を表示します。 

Ｆｒｅｑ Ｄｏｗｎ，Ｆｒｅｑ Ｕｐキーで出力周波数を設定します。 

また設定する周波数可変のステップはＦｒｅｑ Ｓｔｅｐキーで［１０Ｈ

ｚ，１００Ｈｚ，１ｋＨｚ］と設定できます。 

設定範囲は０.２０～９.９９ｋＨｚです。 

④ ＯＳＣ ｄＢｍ 

発振器の出力レベル設定を表示します。 

Ｌｅｖｅｌ Ｄｏｗｎ，Ｌｅｖｅｌ Ｕｐキーで出力レベルを設定します。 

設定範囲は－２０.０～＋５.０ｄＢｍです。 

 

  

① 

⑤ 

⑥ 

⑧ ⑨ ⑩ 

③ 

④ 

⑪ 

② 

⑦ 
⑫ 

⑬ ⑭ 



20 

トライシステムズ株式会社 

 

番号 名称 機能 

⑤ Ｍａｘ 

測定中の最大レベルを表示します。 

ＬＭ Ｒｓｔキーをクリックすることにより、測定中の最大値がリセット

され、リセット後からの最大値を表示します。 

⑥ Ａｖｅ 

測定中の平均レベルを表示します。 

ＬＭ Ｒｓｔキーをクリックすることにより、測定中の平均値がリセット

され、リセット後からの平均値を表示します。 

⑦ Ｍｉｎ 

測定中の最小レベルを表示します。 

ＬＭ Ｒｓｔキーをクリックすることにより、測定中の最小値がリセット

され、リセット後から最小値を表示します。 

⑧ Ｍｅａｓ／Ｃｈｋ 

レベルメータの入力信号切替キーです。 

ＭｅａｓにするとＬＭ ＩＮ入力を選択、Ｃｈｋにすると本製品の発振器

出力を選択します。 

⑨ ６００Ω／Ｈｉｇｈ 
ＬＭ ＩＮ入力端子の入力インピーダンス切り替えキーです。 

６００ΩまたはＨｉｇｈ（１０ｋΩ）に切り替えられます。 

⑩ ＬＭ Ｒｓｔ Ｍａｘ、Ａｖｅ、Ｍｉｎ測定値をリセットするキーです。 

⑪ 
Ｆｒｅｑ Ｄｏｗｎ／ 

Ｆｒｅｑ Ｕｐ 
発振器の出力周波数を変更するキーです。 

⑫ 
Ｌｅｖｅｌ Ｄｏｗｎ／ 

Ｌｅｖｅｌ Ｕｐ 
発振器の出力レベルを変更するキーです。 

⑬ Ｆｒｅｑ Ｓｔｅｐ 発振器の周波数可変ステップを変更するキーです。 

⑭ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 
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５.４.５. Ｄｉｓｔｏｒｔｉｏｎ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ画面 

 Ｄｉｓｔｏｒｔｉｏｎ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔはひずみ率を測定することが出来ます。 

 

 

番号 名称 機能 

① Ｂｉａｓ 
バイアスひずみの値を表示します。 

ＤｉｓｔＲｓｔキーをクリックすると値がリセットされます。 

② Ｉｎｄｉｖ(＋)ｍａｘ 
単点ひずみの最大値を表示します。 

ＤｉｓｔＲｓｔキーをクリックすると値がリセットされます。 

③ Ｉｎｄｉｖ(－)ｍａｘ 
単点ひずみの最小値を表示します。 

ＤｉｓｔＲｓｔキーをクリックすると値がリセットされます。 

④ ステータス表示 
測定中は［Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ］、ＲＤ信号がＡまたはＺ状態のとき

には［Ｎｏ Ｄａｔａ］と表示します。 

⑤ ＤｉｓｔＲｓｔ ひずみ測定値をリセットします。 

⑥ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 

 

 

  

① 

④ 

② 

⑤ ⑥ 

③ 
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５.４.６. Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ画面 

Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔは設定した各信号の周波数を測定することができます。 

 

 

番号 名称 機能 

① Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 

周波数測定値を表示します。 

表示範囲はアナログ信号の場合、０.２００～９.９９９ｋＨｚ、 

デジタルインタフェースの場合、０.０００～１００．０ｋＨｚです。 

② 
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 

Ｓｏｕｒｃｅ 

測定する信号を選択します。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーをクリックすることにより、 

［Ｆｒｅｑｕｅｎｙ Ｓｏｕｒｃｅ］の表示が［ＳＴ１，ＳＴ２，ＲＴ， 

ＬＭ ＩＮ］と切り替わります。 

③ Ｄｏｗｎ／Ｕｐ 測定する信号を切り替えます。 

④ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 

 

 

 

  

① 

② 

④ ③ 
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５.４.７. Ｔｉｍｅ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ画面 

Ｔｉｍｅ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔは各信号のエッジ間の時間を測定することができます。 

 

 

番号 名称 機能 

① Ｄｅｌａｙ Ｔｉｍｅ 

測定した時間を表示します。 

表示範囲は［０．０～９９９９．９ｍｓ，ＯＦＬ（オーバーフロー）］で

す。 

② Ｓｔａｒｔ 

測定を開始する信号とトリガを設定します。 

 ↓ ， ↑ を操作することにより開始する信号とトリガを選択します。 

設定は［ＲＳ－ＯＮ／ＯＦＦ，ＥＲ－ＯＮ／ＯＦＦ， 

Ｔ１－ＯＮ／ＯＦＦ，Ｔ２－ＯＮ／ＯＦＦ］です。 

③ Ｓｔｏｐ 

測定を停止するトリガを設定します。 

 ↓ ， ↑ を操作することにより停止する信号とトリガを選択します。 

設定は［ＣＳ－ＯＮ／ＯＦＦ，ＤＲ－ＯＮ／ＯＦＦ， 

ＣＤ－ＯＮ／ＯＦＦ，Ｔ１－ＯＮ／ＯＦＦ，Ｔ２－ＯＮ／ＯＦＦ］です。 

④ Ｄｏｗｎ／Ｕｐ 測定信号を選択します。 

⑤  ↓ ／ ↑  カーソル位置(点滅表示)を移動します。 

⑥ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 

 

 

  

① 

② 

⑥ ④ 

③ 

⑤ 
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５.４.８. Ｆｏｘ Ｔｅｓｔ画面 

Ｆｏｘ Ｔｅｓｔは設定したＦＯＸパターンを送信し、受信したＦＯＸパターンから各エラーとブロック数をカ

ウントします。また、送信から受信するまでのレスポンス時間を測定します。 

 

 Ｆｏｘ Ｔｅｓｔ画面（１／２） 

番号 名称 機能 

① Ｆｏｒｍａｔ 

フォーマットの設定を行います。 

［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］の設定により、選択できるフォーマットが異なり

ます。 

［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］を［ＳＴ１－ＲＴ，ＳＴ２－ＲＴ，ＲＴ－ＲＴ，

Ｅｘｔ ＳＴ１－ＲＴ，ＡＰＣ］に設定するとＤｏｗｎ，Ｕｐキーを操作

することにより［ＳＹＮＣ，ＨＤＬＣ］と表示が切り替わります。 

［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］を［ＳＴ－ＳＰ］に設定するとＤｏｗｎ，Ｕｐキ

ーを操作することにより［ＳＴ－ＳＰ１，ＳＴ－ＳＰ１.５，ＳＴ－ＳＰ

２］と表示が切り替わります。 

② Ｃｏｄｅ 

コードの設定を行います。 

［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］の設定により、選択できるフォーマットが異なり

ます。 

［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］を［ＳＴ１－ＲＴ，ＳＴ２－ＲＴ，ＲＴ－ＲＴ，

Ｅｘｔ ＳＴ１－ＲＴ，ＡＰＣ］に設定するとＤｏｗｎ，Ｕｐキーを操作

することにより［ＡＳＣＩＩ－７，ＥＢＣＤＩＣ－８］と表示が切り替

わります。 

［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］を［ＳＴ－ＳＰ］に設定するとＤｏｗｎ，Ｕｐキ

ーを操作することにより［ＡＳＣＩＩ－７，ＥＢＣＤ－６，ＢＡＵＤＯ

Ｔ－５，ＥＢＣＤＩＣ－８］と表示が切り替わります。 

  

⑪ ⑦ ⑧ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑨ ⑩ 
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番号 名称 機能 

③ Ｐａｒｉｔｙ 

パリティの設定を行います。 

［Ｃｏｄｅ］を［ＡＳＣＩＩ－７，ＥＢＣＤ－６，ＢＡＵＤＯＴ－５］

に設定するとＤｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより［ＯＤＤ．ＥＶ

ＥＮ，ＮＯＮＥ］と表示が切り替わります。 

［Ｃｏｄｅ］を［ＥＢＣＤＩＣ－８］に設定すると［ＮＯＮＥ］と表示

され切り替わりません。 

また、フォーマットが［ＳＹＮＣ，ＨＤＬＣ］でＣｏｄｅを［ＡＳＣＩ

Ｉ－７］に設定した場合は［ＯＤＤ．ＥＶＥＮ］の表示となります。 

④ Ｌｉｎｅ Ｕｓｅ 

送信タイミングの設定を行います。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより［Ｓｗｉｔｃｈｅｄ， 

Ｍｕｌｔｉｄｒｏｐ，ＦＤＸ］と表示が切り替わります。 

各設定とタイミングの関係は「６．ＦＯＸパターン詳細」をご覧くださ

い。 

⑤ Ｔｘ Ｄｅｌａｙ 

ＣＳ信号がＯＮとなりＦＯＸパターンを送信するまでの時間を設定でき

ます。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより時間を設定できます。 

設定可能な状態は、［ＬＩＮＥ Ｕｓｅ］の設定が［Ｓｗｉｔｃｈｅｄ］，

［Ｍｕｌｔｉｄｒｏｐ］のときになります。 

⑥ Ｔｘ Ｉｎｔｖｌ 

ＲＳ信号ＯＦＦからＯＮまでの時間を設定できます。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより時間を設定できます。 

なお、［ＬＩＮＥ Ｕｓｅ］の設定が［ＦＤＸ］のときは、ＦＯＸパター

ン送信終了から次のＦＯＸパターン送信開始までの時間となります。 

⑦ Ｄｏｗｎ／Ｕｐ 各項目の設定内容を切り替えます。 

⑧  ↓ ／ →  カーソル位置(点滅表示)を移動します。 

⑨ Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐ ＦＯＸテストの開始／停止を行います。 

⑩ Ｎｅｘｔ Ｐａｇｅ Ｆｏｘ Ｔｅｓｔ画面（２／２）を表示します。 

⑪ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 
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 ＦＯＸ Ｔｅｓｔ画面（２／２） 

番号 名称 機能 

① 
Ｃｈａｒｃｔｅｒ 

Ｅｒｒｏｒ 

測定したキャラクタエラー値を表示します。 

期待したキャラクタと不一致の場合に＋１とカウントします。 

表示範囲は０～９９９９，ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

② 
Ｐａｒｉｔｙ 

Ｅｒｒｏｒ 

測定したパリティエラー値を表示します。 

期待したキャラクタのパリティビットと不一致の場合に＋１とカウント

します。 

表示範囲は０～９９９９，ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

ただし［Ｐａｒｉｔｙ］を［ＮＯＮＥ］に設定した場合は表示しません。 

③ ＢＣＣ Ｅｒｒｏｒ 

測定したＢＣＣ（ＦＣＳ）エラー値を表示します。 

表示範囲は０～９９９９，ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

ＢＣＣエラーは期待しているＢＣＣ値と比較し、不一致の時に＋１とカ

ウントします。 

ただし、［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］を［ＳＴ－ＳＰ］に設定した場合は表示

しません。 

④ 
Ｒｘ Ｂｌｏｃｋ 

Ｃｏｕｎｔ 

受信したＦＯＸパターンのメッセージ数を表示します。 

表示範囲は０～９９９９，ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

➄ 
Ｒｅｓｐｏｎｓｅ 

Ｔｉｍｅ 

送受信したＦＯＸパターンの時間差を表示します。 

ＦＯＸテストにおける応答時間測定の場合、［Ｔｘ Ｉｎｔｖｌ］の値を

最大にして応答時間を測定し、［Ｔｘ Ｉｎｔｖｌ］の値を応答時間より

やや大きめにすると正確でスピーディな測定ができます。 

表示範囲は０～９９９９ｍｓ，ＯＦＬ（オーバーフロー）です。 

⑥ Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐ ＦＯＸテストの開始／停止を行います。 

⑦ Ｎｅｘｔ Ｐａｇｅ Ｆｏｘ Ｔｅｓｔ画面（１／２）を表示します。 

⑧ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 

⑧ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 
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５.４.９. Ｌｉｎｅ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ画面 

Ｌｉｎｅ ＲｅｃｏｒｄｉｎｇはＲＥＣ端子から入力する音声を録音することができます。 

ＲＥＣ端子は、付属の録音ケーブルを使用してください。付属録音ケーブルの白色のワニ口が共通グランドに

なっております。 

録音したデータは WAV ファイルとして保存され、本製品をパソコンとＵＳＢケーブルで接続することにより、

パソコンから本製品に保存した WAV ファイルを取得することが出来ます。 

 

 

 

⑦ 

① 

④ 

③ 

⑤ ⑥ 

【録音停止画面】 

② 

① 

② 

③ 

⑤ 

【録音中画面】 
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 Ｌｉｎｅ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ画面（１／２） 

番号 名称 機能 

① 
Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ  

ＣＨ 

録音するチャンネルを選択します。 

録音するチャンネルの指定はＤｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより

［ＣＨ１、ＣＨ２、ＣＨ１，ＣＨ２］と表示が切り替わります。 

Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐを操作することにより録音の開始、停止が行えます。 

② ステータス表示 
録音中は［Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ！ Ｄｏｎ’ｔ ｐｏｗｅｒ ｏｆｆ］と表

示します。 

③ Ｒｅｍａｉｎ 本器内部メモリーの録音可能残時間を表示します。 

④ Ｄｏｗｎ／Ｕｐ 録音するチェンネルを切り替えます。 

⑤ Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐ 

録音の開始／停止を行います。 

1 ファイル最大２ＧＢまで録音可能です。 

録音中に２ＧＢを越えた場合は、新たなファイルを追加して録音を継続

します。 

なお、録音できる最大ファイル数は２００ファイルです。 

⑥ Ｎｅｘｔ Ｐａｇｅ Ｌｉｎｅ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ画面（２／２）を表示します。 

⑦ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 
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Ｌｉｎｅ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ画面（２／２） 

番号 名称 機能 

① ファイル表示 

録音したデータファイル（WAV ファイル）を表示します。 

ファイル名は録音した時の「年月日時分.wav」が付けられます。 

ファイルの選択はＤｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することによりページを切

り替え、 ↓ ， ↑ キーを操作することによりファイルを選択すること

ができます。 

また、点滅反転表示しているファイルのところでＤｅｌｅｔｅキーをク

リックすることでファイルを削除することができます。 

なお、最大ファイル表示数は２００ファイルです。 

② Ｄｏｗｎ／Ｕｐ ファイル表示のページを切り替えます。 

③  ↓ ／ ↑  カーソル位置(点滅表示)を移動します。 

④ Ｄｅｌｅｔｅ 

カーソル位置のファイルを削除します。 

Ｄｅｌｅｔｅをクリックすると、確認キー「Ｙｅｓ」、「Ｎｏ」が表示さ

れますので削除する場合は「Ｙｅｓ」キーをクリックしてください。 

⑤ Ｎｅｘｔ Ｐａｇｅ Ｌｉｎｅ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ画面（１／２）を表示します。 

⑥ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 

 

 

  

⑥ 

① 

② 
④ ⑤ ③ 
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５.４.１０. Ｓｙｓｔｅｍ画面 

Ｓｙｓｔｅｍはモデムテスタの各種設定を行うことができます。 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 
Ｓｐｅａｋｅｒ 

Ｖｏｌｕｍｅ 

本装置のスピーカのボリュームを調整します。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより設定できます。 

設定範囲は［１～３２、ＯＦＦ］です。 

② 
Ｔｏｕｃｈ 

Ｂｕｚｚｅｒ 

ブザー音のＯＮ／ＯＦＦ設定をします。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより設定できます。 

設定は［ＯＮ．ＯＦＦ］です。 

③ Ｂａｃｋｌｉｇｈｔ 

タッチパネルのバックライトの調整をします。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより設定できます。 

設定範囲は［０～９］です。 

④ 
Ｒｅｍｏｔｅ 

Ｃｏｎｔｒｏｌ 

リモートコントロールのＯＮ／ＯＦＦ設定をします。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーを操作することにより設定できます。 

設定は［ＯＮ．ＯＦＦ］です。 

本設定を有効にする場合は本装置の電源を一度ＯＦＦしてください。 

なお、リモートコントロールを使用する場合は販売店、または弊社まで

お問い合せください。 

 

  

⑨ ⑥ 
⑧ ⑦ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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番号 名称 機能 

⑤ ＲＴＣ 

内部の時計を表示します。 

尚、内蔵電池が無くなった時は電源を入れるたびに、 

「2010 年 1月 1日 0時 0分 0秒」からスタートされます。 

ＲＴＣ Ａｄｊキーをクリックすることにより、内部の時計を設定する画

面に切り替わります。 

⑥ Ｄｏｗｎ／Ｕｐ 
設定キーです。 

カーソル位置(点滅表示)の設定内容を切り替えます。 

⑦  ↓ ／ ↑  カーソル位置(点滅表示)を移動します。 

⑧ ＲＴＣ Ａｄｊ 内部の時計を設定する画面に切り替えます。 

⑨ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 
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番号 名称 機能 

① 
Ｓｐｅａｋｅｒ 

Ｖｏｌｕｍｅ 
本装置のスピーカのボリューム設定値を表示します。 

② 
Ｔｏｕｃｈ 

Ｂｕｚｚｅｒ 
ブザー音のＯＮ／ＯＦＦ設定値をします。 

③ Ｂａｃｋｌｉｇｈｔ タッチパネルのバックライト設定を表示します。 

④ 
Ｒｅｍｏｔｅ 

Ｃｏｎｔｒｏｌ 
リモートコントロールのＯＮ／ＯＦＦ設定値を表示します。 

⑤ ＲＴＣ 

内部の時計を設定します。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーと ← ， → キーを操作することにより時間を設定

し、ＲＴＣ Ｓｅｔキーをクリックして時間を設定します。 

Ｃａｎｃｅｌキーをクリックすると、変更する前の表示に戻ります。 

⑥ Ｄｏｗｎ／Ｕｐ 
内部の時計の設定キーです。 

カーソル位置(点滅表示)の設定内容を切り替えます。 

⑦  ← ／ →  
内部の時計の設定キーです。 

カーソル位置(点滅表示)を移動します。 

⑧ Ｃａｎｃｅｌ 内部の時計をＲＴＣ表示値に変更しません。 

⑨ ＲＴＣ Ｓｅｔ 内部の時計をＲＴＣ表示値に変更します。 

⑩ Ｆｕｎｃ 表示メニューを切り替えます。 

 

  

⑩ ⑥ 
⑨ ⑦ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑧ 

【ＲＴＣ設定画面 ( ＲＴＣ Ａｄｊキークリック ) 】 
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５.５. 各種操作例 

５.５.１. ビットエラーテスト 

（１） ランダム符号の送信 

被試験モデムの仕様に合わせて同期方式、データ信号速度を［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］、［ＳＰＥＥＤ ｂｐｓ］

の ← ， → キーで選択して設定します。 

必要に応じてＥＲ、ＲＳキーをクリックしてＥＲ、ＲＳの各信号をＯＮ状態とし、インタフェース表示のＥ

Ｒ，ＤＲ，ＲＳ，ＣＳの各信号がＯＮ状態になっていることを確認します。 

［ＰＡＴＴＥＲＮ］の ← ， → キーで送信符号をＰＮ９，ＰＮ１１，ＰＮ２０のいずれかに設定します。 

  

（２） ビットエラーテスト 

インタフェース表示のＲＤ，ＲＴ信号（またはＲＤ信号）がモデムテスタへ入力している事を確認します。 

（ＲＤ信号が入力されていないときは、ＣＤ信号、被試験モデムを確認します。） 

Ｆｕｎｃキーで表示メニューを切り替え、Ｂｉｔ Ｅｒｒキーを表示します。 

Ｂｉｔ Ｅｒｒキーをクリックし、Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（１／３）画面を表示します。 

Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（１／３）画面が表示されますので、［Ｔｅｓｔ Ｍｏｄｅ］，［Ｐｅｒｉｏｄ］，

［Ｂｌｏｃｋ Ｌｅｎｇｔｈ］を設定します。 

Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐキーをクリックすると測定を開始します。 

ステータス表示部には［ＢＥＲ ＲＵＮ］が点滅し、同期確立までは［Ｓｅａｒｃｈ］、同期確立後は［Ｓｙ

ｎｃ］と表示します。 

ＲＵＮ中にＲｕｎ／Ｓｔｏｐキーをクリックすると測定を停止します。停止するとステータス表示部に［Ｓ

ＴＯＰ］が表示されます。 

Ｅｒｒ Ｉｎｓｒキーをクリックすると、ランダム符号送信にエラーを１ｂｉｔ挿入することができます。 

測定結果はＢｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（２／３）画面で各エラー数、Ｂｉｔ Ｅｒｒｏｒ Ｔｅｓｔ（３／

３）画面で各エラー率を確認出来ます。 

 

(注意) 

ビットエラー数の確認と、Ｅｒｒ ＩｎｓｒキーとＲｕｎ／Ｓｔｏｐキーの操作は、Ａｌｌ Ｍｅａｓｕｒｅ

ｍｅｎｔ画面でも出来ます。 

 

ビットエラーテスト設定例 
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ビットエラーテスト測定表示例 

 

 

 

 

ビットエラーテスト測定表示例 
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５.５.２. レベル測定 

Ｆｕｎｃキーで表示メニューを切り替え、ＬＭ／ＯＳＣキーを表示します。 

ＬＭ／ＯＳＣキーをクリックし、Ｌｅｖｅｌ Ｍｅｔｅｒ／Ｏｓｉｌｌａｔｏｒ画面を表示します。 

Ｍｅａｓ／Ｃｈｋキーでレベル測定信号をＬＭ ＩＮ入力、本製品の発振器出力のいずれかに設定します。 

６００Ω／ＨｉｇｈキーでＬＭ ＩＮの入力インピーダンスを設定します。 

ＬＭ Ｒｓｔキーをクリックし、［Ｍａｘ］，［Ａｖｅ］，［Ｍｉｎ］表示をリセットします。 

測定結果は［ＬＭ ｄＢｍ］，［Ｍａｘ］，［Ａｖｅ］，［Ｍｉｎ］に表示します。 

 

(注意) 

［ＬＭ ｄＢｍ］表示の確認と、Ｍｅａｓ／Ｃｈｋ，６００Ω／Ｈｉｇｈキーの操作はＡｌｌ Ｍｅａｓｕｒ

ｅｍｅｎｔ画面でも出来ます。 

Ｍｅａｓ／ＣｈｋキーでＣｈｋ（本製品の発振器出力）を選択した場合は、６００Ω／Ｈｉｇｈキーの設定

に依存せず、入力インピーダンスは６００Ω固定になります。 

 

 

レベル測定表示例 
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５.５.３. 発振器出力 

Ｆｕｎｃキーで表示メニューを切り替え、ＬＭ／ＯＳＣキーを表示します。 

ＬＭ／ＯＳＣキーをクリックし、Ｌｅｖｅｌ Ｍｅｔｅｒ／Ｏｓｉｌｌａｔｏｒ画面を表示します。 

Ｍｅａｓ／Ｃｈｋキーでレベル測定信号をＣｈｋに設定します。 

［ＯＳＣ ｋＨｚ］表示を確認しながら、Ｆｒｅｑ Ｄｏｗｎ，Ｆｒｅｑ Ｕｐ，Ｆｒｅｑ Ｓｔｅｐキーで出

力周波数を調整します。 

［ＬＭ ｄＢｍ］表示を確認しながら、Ｌｅｖｅｌ Ｄｏｗｎ，Ｌｅｖｅｌ Ｕｐキーで出力レベルを調整し

ます。 

Ｍｅａｓ／Ｃｈｋキーでレベル測定信号をＭｅａｓに設定すると［ＯＳＣ］コネクタから正弦波信号を出力

します。 

 

(注意) 

［ＯＳＣ ｄＢｍ］表示は目安です。出力レベルの調整は［ＬＭ ｄＢｍ］表示を確認しながら行ってくださ

い。 

［ＯＳＣ ｋＨｚ］と［ＬＭ ｄＢｍ］表示の確認とＭｅａｓ／Ｃｈｋ，Ｆｒｅｑ Ｄｏｗｎ，Ｆｒｅｑ Ｕｐ，

Ｌｅｖｅｌ Ｄｏｗｎ，Ｌｅｖｅｌ Ｕｐキーの操作はＡｌｌ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ画面でも出来ます。 

 

 

発振器出力設定例 

 

 

  



37 

トライシステムズ株式会社 

 

５.５.４. ひずみ率測定 

（１） くり返し符号の送信 

被試験モデムの仕様に合わせて同期方式、データ信号速度を［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］、［ＳＰＥＥＤ ｂｐｓ］

の ← ， → キーで選択して設定します。 

必要に応じてＥＲ、ＲＳキーをクリックしてＥＲ、ＲＳの各信号をＯＮ状態とし、インタフェース表示のＥ

Ｒ，ＤＲ，ＲＳ，ＣＳの各信号がＯＮ状態になっていることを確認します。 

［ＰＡＴＴＥＲＮ］の ← ， → キーで送信符号を１：１，１：４，４：１のいずれかに設定します。 

  

（２） バイアスひずみ、単点ひずみの測定 

インタフェース表示のＲＤ，ＲＴ信号（またはＲＤ信号）がモデムテスタへ入力している事を確認します。 

（ＲＤ信号が入力されていないときは、ＣＤ信号、被試験モデムを確認します。） 

Ｆｕｎｃキーで表示メニューを切り替え、Ｄｉｓｔキーを表示します。 

Ｄｉｓｔキーをクリックし、Ｄｉｓｔｏｒｔｉｏｎ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ画面を表示します。 

Ｄｉｓｔ Ｒｓｔキーをクリックし、測定値をリセットします。 

測定結果は［Ｂｉａｓ］，［Ｉｎｄｉｖ（＋）Ｍａｘ］，［Ｉｎｄｉｖ（－）Ｍｉｎ］に表示します。 

 

(注意) 

［ＰＡＴＴＥＲＮ］設定を１：１，１：４，４：１のいずれかに設定している場合、バイアスひずみの確認は、

Ａｌｌ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ画面でも出来ます。 

 

ひずみ率測定表示例 
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５.５.５. 入力信号周波数測定 

Ｆｕｎｃキーで表示メニューを切り替え、Ｆｒｅｑキーを表示します。 

Ｆｒｅｑキーをクリックし、Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ画面を表示します。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキー周波数測定信号をＬＭ ＩＮ，ＳＴ１，ＳＴ２，ＲＴのいずれかに設定します。 

周波数測定結果は［Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ｋＨｚ］に表示します。 

 

(注意) 

ＬＭ ＩＮの周波数測定結果は、Ｌｅｖｅｌ Ｍｅｔｅｒ／Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒ画面の［ＬＭ ｋＨｚ］表示で

も確認出来ます。 

 

 

入力信号周波数測定例 
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５.５.６. インタフェース信号の遅延時間測定 

Ｆｕｎｃキーで表示メニューを切り替え、Ｔｉｍｅ Ｍｅａｓキーを表示します。 

Ｔｉｍｅ Ｍｅａｓキーをクリックし、Ｔｉｍｅ Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ画面を表示します。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐ， ↓ ， ↑ キーで［Ｓｔａｒｔ］，［Ｓｔｏｐ］に設定するインタフェース信号とトリガを選

択します。 

測定は［Ｓｔａｒｔ］で設定した信号と同一のＩＮＴＥＲＦＡＣＥ ＣＯＮＴＲＯＬキーをＯＮ／ＯＦＦする

ことで開始します。 

測定結果は、［Ｄｅｌａｙ Ｔｉｍｅ］に表示します。 

 

 

インタフェース信号の遅延時間測定例（ＲＳ ＯＮ→ＣＳ ＯＮ時間） 
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５.５.７. ＦＯＸテスト 

（１） モデム設定 

被試験モデムの仕様に合わせて同期方式、データ信号速度を［ＳＹＮＣ ＭＯＤＥ］、［ＳＰＥＥＤ ｂｐｓ］

の ← ， → キーで選択して設定します。 

必要に応じてＥＲ、ＲＳキーをクリックしてＥＲ、ＲＳの各信号をＯＮ状態とし、インタフェース表示のＥ

Ｒ，ＤＲ，ＲＳ，ＣＳの各信号がＯＮ状態になっていることを確認します。 

  

（２） ＦＯＸテスト 

Ｆｕｎｃキーで表示メニューを切り替え、Ｆｏｘ Ｔｅｓｔキーを表示します。 

Ｆｏｘ Ｔｅｓｔキーをクリックし、Ｆｏｘ Ｔｅｓｔ（１／２）画面を表示します。 

Ｆｏｘ Ｔｅｓｔ（１／２）画面が表示されますので、［Ｆｏｒｍａｔ］，［Ｃｏｄｅ］，［Ｐａｒｉｔｙ］，［Ｌ

ｉｎｅ Ｕｓｅ］，［Ｔｘ Ｉｎｔｅｒｖａｌ］，［Ｔｘ Ｄｅｌａｙ］を設定します。 

Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐキーをクリックすると測定を開始します。 

ステータス表示部には［ＦＯＸ ＲＵＮ］が点滅します。 

ＲＵＮ中にＲｕｎ／Ｓｔｏｐキーをクリックすると測定を停止します。停止するとステータス表示部に［Ｓ

ＴＯＰ］が表示されます。 

測定結果はＦｏｘ Ｔｅｓｔ（２／２）画面で各エラー数と応答時間を確認出来ます。 

 

(注意) 

［Ｌｉｎｅ Ｕｓｅ］＝ＦＤＸの場合、［Ｔｘ Ｄｅｌａｙ］設定の表示はしません。（設定なし） 

 

 

ＦＯＸテスト設定例 
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ＦＯＸテスト測定例 
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５.５.８. 音声録音 

（１） 音声録音 

Ｆｕｎｃキーで表示メニューを切り替え、Ｌｉｎｅ Ｒｅｃキーを表示します。 

Ｌｉｎｅ Ｒｅｃキーをクリックし、Ｌｉｎｅ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ（１／２）画面を表示します。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐキーで録音するチャンネルを設定します。 

Ｒｕｎ／Ｓｔｏｐキーをクリックすると録音を開始します。 

ステータス表示部には［Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ］が点滅します。 

ＲＵＮ中にＲｕｎ／Ｓｔｏｐキーをクリックすると録音を停止します。停止するとステータス表示部から

［Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ］が消えます。 

 

（２） 録音ファイル消去 

Ｆｕｎｃキーで表示メニューを切り替え、Ｌｉｎｅ Ｒｅｃキーを表示します。 

Ｌｉｎｅ Ｒｅｃキーをクリックし、Ｌｉｎｅ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ（１／２）画面を表示します。 

Ｎｅｘｔキーをクリックし、Ｌｉｎｅ Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ（２／２）画面を表示します。 

Ｄｏｗｎ，Ｕｐ， ↓ ， ↑ キーで消去したい録音ファイルにカーソルを合わせます。 

Ｄｅｌｅｔｅキーをクリックすると、Ｙｅｓ，Ｎｏキーが表示され、Ｙｅｓキーをクリックするとカーソル

位置にある録音ファイルを消去します。 

 

(注意) 

ＲＥＣ端子には付属の録音ケーブルを使用してください。 

付属録音ケーブルの白色のワニ口が共通グランドになっております。 

1ファイル最大２ＧＢまで録音可能です。 

録音中に２ＧＢを越えた場合は、新たなファイルを追加して録音を継続します。 

録音できる最大ファイル数は２００ファイルです。 

また、本製品をＵＳＢケーブルでパソコンと接続することにより、パソコンから本製品に保存した WAV ファ

イルを取得することが出来ます。 

ただし、録音中はＵＳＢケーブルでパソコンと接続しないでください。録音中にＵＳＢケーブルを接続する

と自動的に録音を停止します。 

本製品に保存した WAV ファイルを取得するときのみ、ＵＳＢケーブルでパソコンと接続してください。 
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音声録音 停止/設定例 

 

 

音声録音 開始例 
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音声録音 ファイル選択例 

 

 

 

音声録音 ファイル削除例 
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６. ＦＯＸパターン詳細 

（１） ＦＯＸテスト試験フォーマット 

番

号 

試験 

フォーマット 

データビット 
パリティ 

ビット 

ストップ 

ビット 

モード 

設定 

ブロック 

チェック データ数 
データ 

コード 

① 調歩同期式 

５ Ｂａｕｄｏｔ ＮＯＮＥ 

１ 

１．５ 

２ 

ＳＴ－ＳＰ － 

６ 
Ｂａｕｄｏｔ ＯＤＤ/ＥＶＥＮ 

ＥＢＣＤ ＮＯＮＥ 

７ 
ＥＢＣＤ ＯＤＤ/ＥＶＥＮ 

ＡＳＣＩＩ ＮＯＮＥ 

８ 
ＡＳＣＩＩ ＯＤＤ/ＥＶＥＮ 

ＥＢＣＤＩＣ ＮＯＮＥ 

② 同期式 ８ 
ＡＳＣＩＩ ＯＤＤ/ＥＶＥＮ 

－ 
ＡＰＣ 

*ＳＴ１－ＲＴ 

ＳＴ２－ＲＴ 

ＲＴ－ＲＴ 

ＣＲＣ－１６ 
ＥＢＣＤＩＣ ＮＯＮＥ 

③ ＨＤＬＣ ８ 
ＡＳＣＩＩ ＯＤＤ/ＥＶＥＮ 

－ 
ＣＲＣ－ 

ＣＣＩＴＴ ＥＢＣＤＩＣ ＮＯＮＥ 

     *ＳＴ１－ＲＴ:ＳＴ１－ＲＴとＥｘｔＳＴ１－ＲＴを含む 

 

 

 

なおＦＯＸ＋０～９は、次に示す内容になります。 

ＦＯＸ ０～９ ＣＲ ＬＦ 

ＳＹ ＳＹ ＳＹ ＳＹ ＳＹ ＳＸ ＦＯＸ ０～９ ＣＲ ＬＦ ＥＸ ＢＣＣ 

Ｆ Ａ Ｃ ＦＯＸ ０～９ ＣＲ ＬＦ ＦＣＳ Ｆ 

 

①調歩同期式 

②同期式 

③ＨＤＬＣ 

出力（ＳＤ）はＳＹを連続 5回送出します。 

入力（ＲＤ）はＳＹを連続 2回以上入力した場合に同期確立します。 

ＨＥＸ０３ 

オール１ 
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ＳＯＴＨＥ␣ＱＵＩＣＫ␣ＢＲＯＷＮ␣ＦＯＸ␣ＪＵＭＰＳ␣ＯＶＥＲ␣ＴＨＥ␣ＬＡＺＹ␣ＤＯＧＳＩ␣ 

０１２３４５６７８９ 

ＳＩＴＨＥ␣ＱＵＩＣＫ␣ＢＲＯＷＮ␣ＦＯＸ␣ＪＵＭＰＳ␣ＯＶＥＲ␣ＴＨＥ␣ＬＡＺＹ␣ＤＯＧＳＯ␣ 

０１２３４５６７８９ 

ＴＨＥ␣ＱＵＩＣＫ␣ＢＲＯＷＮ␣ＦＯＸ␣ＪＵＭＰＳ␣ＯＶＥＲ␣ＴＨＥ␣ＬＡＺＹ␣ＤＯＧ␣０１２

３４５６７８９ 

■コードがＥＢＣＤ－６の場合 

■コードがＥＢＣＤＩＣ－８、ＡＳＣＩＩ－７の場合 

■コードがＢａｕｄｏｔ－５の場合 

（ＳＩ:ＳＨＩＦＴ ＩＮコード ＳＯ:ＳＨＩＦＴ ＯＵＴコード） 

（ＳＩ:ＳＨＩＦＴ ＩＮコード ＳＯ:ＳＨＩＦＴ ＯＵＴコード） 
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（２） Ｔｘ ＩｎｔｅｒｖａｌとＴｘ Ｄｅｌａｙの定義 

 

 

 

 

 注 ・［Ｔｘ Ｄｅｌａｙ］は０～９.９９ｓｅｃまで可変できます。 

・［ＴＸ Ｉｎｔｅｒｖａｌ］は０～９.９９ｓｅｃまで可変できます。 

・［Ｔｘ Ｄｅｌａｙ］，［Ｔｘ Ｉｎｔｅｒｖａｌ］の設定誤差は±５伝送速度クロックです。 

・Ｌｉｎｅ Ｕｓｅ設定が［Ｓｗｉｔｃｈｅｄ］のとき、ＣＤ ＯＮ中は、ＲＳをＯＮしません。 

Ｔｘ Ｉｎｔｅｒｖａｌ時間経過後もＣＤがＯＮの場合は、ＣＤがＯＦＦになってからＲＳをＯＮしま

す。 

ただし、ＲＳ ＯＮ中にＣＤがＯＮになった場合は、ＲＳ ＯＮのまま現在のＦＯＸデータを送出し、そ

の後ＲＳをＯＦＦします。 

 

 

 

 

  

［ＦＤＸ］ 

［Ｓｗｉｔｃｈｅｄ］ 

［Ｍｕｌｔｉｄｒｏｐ］ 

Ｔｘ Ｉｎｔｅｒｖａｌ 

ＳＤ信号 

ＣＤ信号 

ＳＤ信号 
Ｔｘ Ｄｅｌａｙ 

ＣＳ信号 

ＲＳ信号 

Ｔｘ Ｉｎｔｅｒｖａｌ 

ＳＤ信号 
Ｔｘ Ｄｅｌａｙ 

ＣＳ信号 

ＲＳ信号 

Ｔｘ Ｉｎｔｅｒｖａｌ 
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７. 付属品 

本製品に付属されている物が全て揃っているかご確認ください。万が一不足がありましたら、 

お手数ですが、お求めになりました販売店または弊社までご連絡ください。 

 

・ 電源ケーブル     １本 

・ ヒューズ     ２本（内部搭載済） 

・ 接続遮蔽ひも     ２本 

・ 録音用ケーブル     ２本 

・ Ｄ－ｓｕｂ２５ｐケーブル   １本 

・ 取扱説明書     １部 

 

８. 動作しなかったら 

製品の状態を確認し、各項目について再度ご確認ください。 

 

（１） 液晶パネルに何も表示されません。 

   ・ 電源ケーブルは正しく接続されていますか。 

   ・ 使用している電源は規格通りの電源ですか。 

   ・ ヒューズは切れていませんか。 

   ・ ＡＣ１００Ｖ用の場合、添付のＡＣケーブルを使用していますか。 

   ・ 上記を確認しても液晶パネルに何も表示されない場合は、すぐに使用を中止し、お求めに 

なりました販売店または弊社までご連絡ください。 

 

（２）各種測定、設定ができない。 

   ・ 本製品の異常が考えられます。すぐに使用を中止し、お求めになりました販売店または弊社まで 

ご連絡ください。 

 

９. 無償保証期間 

  （１）無償保証期間 

     無償保証期間は納入後１年です。（有償修理品の故障に対しては、同一部位のみ修理後 3 ヶ月） 

無償保証期間終了後は有償での修理となります。 

  （２）無償保証につきましては、上記無償保証期間中、製品の使用環境、使用状態、使用方法などが 

取扱説明書に記載された諸条件や注意事項に従っていた場合のみに限定されます。 

無償保証期間終了後は有償での修理となります。 

（３）無償保証期間内であっても次のような場合には、有償修理となります。 

・ 納入後の輸送（移動）時の落下、衝撃などお客様の取り扱い不注意により生じた故障および損傷 

・ 取扱説明書に記載されている使用範囲外での使用による故障および損傷 

・ 火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、公害や異常電圧、異常電流による故障および損傷 

・ 接続している機器に起因して本製品に生じた故障および損傷 

・ その他、お客様による故障および損傷または不具合の責と認められた場合 

（４）次のような場合は無償、有償に関わらず修理をお断りすることがあります。 

・ 弊社以外で修理、改造等を行ったと認められる場合 

 

  ご使用に際して不明な点や技術的なご質問、また修理の問合せはお求めになりました販売店、 

または弊社まで連絡ください。 


